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1.  平成24年3月期第3四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 7,144 △2.9 △30 ― △112 ― △180 ―
23年3月期第3四半期 7,355 8.0 150 ― 91 ― 11 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △7.82 ―
23年3月期第3四半期 0.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 11,621 6,387 55.0
23年3月期 9,592 6,568 68.5
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  6,387百万円 23年3月期  6,568百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
業績予想については、本日公表いたしました「通期業績予想に関するお知らせ」をご参照下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,750 2.3 100 67.9 0 △100.0 △110 ― △4.77



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 24,654,825 株 23年3月期 24,654,825 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 1,600,352 株 23年3月期 1,599,422 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 23,054,807 株 23年3月期3Q 23,057,630 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期
財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、
今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件等については、添付資料P.2「１．当四半期決算に関する定
性的情報 （３）業績に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災以降停滞していた生産活動に持ち直し傾向があるも

のの、円高・株安の進行、欧州の債務危機、米国経済の停滞懸念等により、依然として景気の先行きに対する不透

明感は払拭できない状況が続きました。 

 宝飾品小売業界におきましては、一部では震災の反動や絆需要による高額品が好調に推移しておりますが、本格

的な回復には至っておらず、引き続き厳しい状況となっております。 

 このような状況のもと、当社は、宝飾事業３店舗、ブランド事業15店舗の新規出店を実施いたしました。ブラン

ド事業においては、12月に関西地区旗艦店を神戸にオープンし、一層の知名度向上に注力しております。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は7,144百万円（前年同四半期比2.9％減）、営業損失は30百万円

（前年同四半期は営業利益150百万円）、経常損失は112百万円（前年同四半期は経常利益91百万円）、四半期純損

失は180百万円（前年同四半期は四半期純利益11百万円）となりました。 

 セグメント別の業績は、以下のとおりであります。  

〔宝飾事業〕  

 当第３四半期累計期間の宝飾事業の外部顧客に対する売上高は6,827百万円となり、セグメント利益は948百万円

となりました。 

〔ブランド事業〕 

 当第３四半期累計期間のブランド事業の外部顧客に対する売上高は316百万円となり、セグメント損失は338百万

円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

（資産）  

 当第３四半期会計期間末における資産合計は11,621百万円となり、前事業年度末に比べ2,029百万円の増加とな

りました。これは主に、現金及び預金、及び商品が増加したこと等によるものであります。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における負債合計は5,234百万円となり、前事業年度末に比べ2,210百万円の増加となり

ました。これは主に、短期借入金が増加したこと等によるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は6,387百万円となり、前事業年度末に比べ180百万円の減少となり

ました。これは主に、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 通期の見通しにつきましては、景気の先行きに対する不透明感は払拭できず、引き続き厳しい経営環境が予想さ

れます。 

 このような状況の中、宝飾事業におきましては、収益性の向上が図られており、より一層の収益力向上のため、

効果的な販促活動を推し進めてまいります。 

 ブランド事業におきましては、昨年３月の初出店以降、当四半期末において15店舗を新規出店し、出店コストや

知名度向上に向けたマーケティングに先行投資しております。 

 以上の結果、売上高9,750百万円（前期比2.3％増）、営業利益100百万円（前期比67.9％増）、経常利益0百万円

（前期比100.0％減）、当期純損失110百万円（前期は169百万円の損失）となる見込みであります。 

 詳細につきましては、本日公表いたしました「通期業績予想に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

 当社は、当第３四半期累計期間において30百万円の営業損失を計上し、前々期まで２期連続して営業損失を計上

しております。当該状況により継続企業の前提に関する重要な事象等が存在しております。 

 当該状況を解消すべく、ダイヤモンド専門店化と営業組織の強化を骨子とした新中期経営計画を策定し、計画の

達成に向け取り組むことで収益力の回復を図ってまいりました。  

 また、当社は、従来より日本ＧＥ株式会社と、リボルビング・ローン契約を締結しておりますが、平成23年12

月22日付で極度額を25億円に増額する変更契約を締結いたしました。 

 以上の結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は、認められないものと判断しております。 

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,591 2,043

受取手形及び売掛金 469 609

商品 4,459 5,653

その他 494 985

貸倒引当金 △25 △30

流動資産合計 6,989 9,262

固定資産   

有形固定資産 331 602

無形固定資産 23 26

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,508 1,330

その他 744 404

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 2,248 1,731

固定資産合計 2,602 2,359

資産合計 9,592 11,621

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,276 1,001

短期借入金 895 3,127

未払法人税等 69 49

返品調整引当金 18 30

その他 395 609

流動負債合計 2,654 4,816

固定負債   

長期借入金 200 200

退職給付引当金 115 159

ポイント引当金 42 52

その他 10 5

固定負債合計 369 417

負債合計 3,024 5,234

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,772 3,772

資本剰余金 4,052 4,052

利益剰余金 △910 △1,090

自己株式 △326 △326

株主資本合計 6,588 6,408

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △19 △20

評価・換算差額等合計 △19 △20

純資産合計 6,568 6,387

負債純資産合計 9,592 11,621



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 7,355 7,144

売上原価 3,616 3,107

売上総利益 3,739 4,037

販売費及び一般管理費 3,588 4,067

営業利益又は営業損失（△） 150 △30

営業外収益   

地金売却益 21 15

受取手数料 26 27

その他 14 17

営業外収益合計 61 60

営業外費用   

支払利息 8 39

為替差損 49 36

支払手数料 51 51

その他 11 13

営業外費用合計 120 141

経常利益又は経常損失（△） 91 △112

特別利益   

貸倒引当金戻入額 23 －

前期損益修正益 17 －

ポイント引当金戻入額 21 －

その他 4 －

特別利益合計 66 －

特別損失   

店舗撤退損 10 12

減損損失 11 11

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 81 －

その他 1 1

特別損失合計 104 26

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 54 △138

法人税、住民税及び事業税 41 41

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 42 41

四半期純利益又は四半期純損失（△） 11 △180



 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 当社は、宝飾事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△641百万円には、各報告セグメントに配分していない全

社費用641百万円が含まれております。全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社は、従来量的基準より判断して、セグメント情報の記載を省略しておりましたが、第１四半期累計

期間より「ブランド事業」の量的な重要性が増したため、「宝飾事業」と「ブランド事業」の２つを報告

セグメントとしております。 

なお、前第３四半期累計期間においては、単一セグメントであったため、セグメント情報の記載は省略

しております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

「宝飾事業」セグメントにおいて、閉店が確定した店舗の資産について減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期累計期間においては11百万円であります。 

  

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

宝飾事業 
ブランド 
事業 

計 

売上高  

外部顧客への売上高  6,827  316  7,144  －  7,144

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  －  －  －

計  6,827  316  7,144  －  7,144

セグメント利益又は損失（△）  948  △338  610  △641  △30

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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